
研究会設立企画書 兼 2022年度活動計画書

研究内容と活動イメージ

以下の図の通りの研究・活動を行う。

原則として、月1回の会合と参加者の個人研究により知識と

理論を拡充し、ＥＴ事業を軸に実践と知見の深化を目指す。

商店街活性化研究会研究会名：

設立趣旨：

①ＥＴ事業で蓄積されたノウハウを体系化し、都内商店街の活性化に寄与する

②調査研究を通じ、会員の商業エキスパートとしての成長を図る

③研究成果の活用により、ＥＴ事業の更なる進化と深化を実現する

今年度スケジュール

目標成果

①ＥＴ評価票のブラッシュアップ　②研究成果の蓄積（今年度はＥＴ参加者向

けの動画コンテンツ）③ＥＴレポート

参加者が得られるもの

①商店街支援に関わるノウハウの習得　②研究会参加者同士及びＥＴ事業

関係者との人脈形成　③実践活動の場を確保（診断ポイント）

備考・補足

商業集積における現場改善のスペシャリスト（小松副会長）、出版流通業

界に精通するスペシャリスト（加藤副会長）、商店街支援の研究者（鈴木

常任理事）の3名が発起人として、ナビゲートします



１ 商店街活性化研究会の設立企図

• 現在の東京販売士協会の活動において不足している「調査研究」事業へのテコ入れ

• 各事業の有機的な連携を試験運用する

• 会員の自主的な研究活動拡大に向けた道筋を検討する（モデルケースの確立）

販売士の
普及振興

販売士の
資質向上

販売士の
社会的地位向上

商業に関する
調査研究（刊行）

①会報「東京販売士」の発行（６月、１月の２回）
②メールマガジンによる情報発信を実施（毎月）
③定期的に会員の事業ニーズ等のアンケート等を適
宜実施
④会員のための交流・親睦会の推進
⑤販売士検定試験直前演習講座

①販売士パワーアップセミナー
（年３回程度開催）
②新コーチングスキルアップセミナー

①関係団体との事業連携

①販売士が推す「エネルギッシュ・タ
ウン —私の街—」表彰事業

①先進商業施設視察会（年１回開催）

①「広報委員会」を定期開催
②協会ホームページ運営



２ 商店街活性化研究会の活動

調査研究

実践情報発信

販売士が推す「エネルギッシュ・タ
ウン —私の街—」表彰事業

①商店街の活動指標の研究
②ET調査方法の改善研究
③成功事例・失敗事例の研究

商店街の個店向け
研修動画の提供（他事業と
連携）

①ＥＴ事業での評価実践
②ＥＴでご縁のあった商店街取材
③会合へのゲスト招へい（要検討）
④都内商店街の支援（要調整）

①ＨＰ用コラム執筆
②ET表彰
③出版（ＥＴ事例）

学会発表で研究協力として研究
会の名前を提示



３ 商店街活性化研究会の価値イメージ

商店街活性化に関わる研究
（ＥＴノウハウの体系化）

商店街との交流と
支援実践

商店街活性化に関
わる情報発信
（レポート）

出版
動画コンテンツ
小冊子等

販売士としての成長
ネットワークの形成



４ 商店街研究会の目指す成果

• 商店街活性化に向けて商店街活動版コンピテンシーの確立⇒研究の深化

• ＥＴノウハウの体系化と成功事例研究⇒出版

• 商店街とのネットワーク構築⇒フィールド研究の場を確保（将来的な個店診断）/診断士はポイント

• 各参加者のコンテンツ制作のフィールド⇒商店街へのコンテンツ提供（個店支援）

商業集積の研究を通じた、商業エキスパートとしての参加者の成長
商店街とのネットワーク構築と研究会活動を通じた人脈形成


